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■目 的 ： フランチャイズ・システムの健全な発展を図る（１９７２年設立）

■活 動 ： 調査研究、規範策定、普及啓発（広報活動）、指導・相談（ＦＣ相談）、社会貢献（防犯・防災
対策、環境対策）、会員交流、国際業務等

■構 成 ： フランチャイザー及び当協会の趣旨に賛同する企業

■会員数 ：正会員102社、準会員15社、研究会員110社、賛助会員290社 計517社（20年1月）

■全国におけるフランチャイズチェーンの市場規模及び店舗数（2018年度）

（一社）日本フランチャイズチェーン協会の概要

業種分類 業 種

外 食 業 ファストフード、居酒屋、コーヒーショップ等

小 売 業 コンビニエンスストア、自動車関連、洋菓子等

サ ー ビ ス 業 レジャーサービス、リース・レンタルサービス

項 目 フランチャイズ総計 うち、コンビニエンスストア

総売上高 ２６兆２,１１８億円（１６兆２０８億円） １１兆２,６３５億円

チェーン数 １,３２８チェーン（３６３チェーン） １８ブランド

総店舗数 ２６万４,５５６店（１３万５,０３５店） ５８,３４０店

チェーン名 店舗数 チェーン名 店舗数

セブン‐イレブン ２０,８７６店 ミニストップ ２,１９７店

ファミリーマート １６,３４０店 ローソン １４,６５９店

コミュニティストア、セイコーマート、ポプラ、デイリーヤマザキ ４,１７８店
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■ セブン＆アイグループ環境宣言

7&iグループでは、地球環境の保全や持続可能な社会の実現に向けて

４つのテーマを定め、２０５０年までに目指す姿を設定
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■ セブン＆アイグループ環境宣言（プラスチック対策）

新規素材の検討

ｅｔｃ

１．森林認証紙 ２．ﾘｻｲｸﾙPETﾗﾍﾞﾙ

２．リサイクルPETの活用

３．間伐材の活用

１．セブンカフェの包括的取組み

2017年度 950アイテム ※ 構成比約３割

2019年度末までに全フレッシュフード・
７プレミアム商品が環境配慮対応に

セブンプレミアムの環境配慮

2019年8月～
ストローを使用しない

飲み口のついた
フタに変更

2019年11月～
（紙製ストロー）

関東・東北
（生分解性プラ）
上記以外地区

※ ストローの例
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品質への影響やコストなども確認しながら、可能なものから順次拡大を実施

■ セブン＆アイグループ環境宣言（プラスチック対策）
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■ 廃プラスティックを取り巻く環境

ペットボトルの「国内」資源循環が急務

中国等の輸入規制
国内リサイクル施設
処理能力超過

海洋ゴミ
生態系破壊

年間800万ｔの
プラごみが海へ流入

「2050年までに世界の海の

魚の総重量を海のプラごみ
の総重量が上回る」予測
（世界経済フォーラム・ＷＥＦ）

2017年ペットボトル
国内販売量 587千ｔ/年
回収量 541千ｔ/年
輸出量 252千t/年→
リサイクル量 498千ｔ/年
リサイクル率 84.8％

(PETﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ推進協議会)

国内ペットボトル処理能力
推定約500千ｔ/年

処理能力の不足による
リサイクル処理単価の高騰

焼却・埋立の増加
不法投棄の増加の恐れ
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ストロー
レジ袋

海洋ごみ対策 海洋ごみの原因

プラスチック製
ストロー/カップ/レジ袋の
使用に対する批判

悪いのはポイ捨て
プラスチックが悪者に

海に投げ込む人はいない。

ポイ捨てが、側溝から河川に
陸域から海に流れていく

ポイ捨ての防止と
陸で止めることが重要

発生抑制と同時に、海に流れ込む廃プラスチックを陸で食い止める必要性

7-11の販売者責任

大量のペットボトルを
販売する企業としての責任
安全性・保存性・軽量

ペットボトル素材以上に
優れた容器はない
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■ 廃プラスティックを取り巻く環境
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【目的】

① 廃棄物の減量 ・・・ 最終処分場の逼迫

② 資源の有効利用（資源の国内循環化） ・・・ 回収PET資源の半分は輸出

③ ＣＯ２の排出量削減 ・・・ 石油由来よりも63％削減

④ 販売量日本一チェーンとしての責任 ・・・ 大量のペットボトル飲料を販売

⑤ 消費者参加型リサイクルの推進 ・・・ 「リサイクルの日常化」を国民運動に

セブン‐イレブン店舗設置台数： 355台

2017年12月～
東京・埼玉：301店舗

2019年06月～
東大和市：14店舗

2019年09月～
沖縄県：40台

2020年～
その他 約500台を目標に

（2020年3月末時点）
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■ セブン-イレブンの店頭を使ったペットボトル回収（循環へのチャレンジ）
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■ ペットボトル回収機の設置

【ペットボトルの圧縮機能】

回収機の投入口に内蔵されたセンサー
で、飲み残しの多い物やペットボトル以外
の材質のものなど、規格を満たさないも
のを除去し、約1/3～1/4に圧縮。

圧縮することで効率の良い運搬が可能
（回収機で選別・圧縮・減容処理）

投入後投入前

店舗にて保管質のよい資源を回収

グループ全体で820台のペットボトル回収機を設置

1９年度9,800㌧、約3.6億本の

ペットボトルを回収

（国内ペットボトル販売本数の約1%に相当）

選別・圧縮することで、運搬コスト及びCO2排出量の削減にもつながる



Copyright 2020 Japan Franchise Association All Rights Reserved.

⑤ ＰＢ商品化

7-11本部

お客様 加盟店

ＰＢ売却益

ＰＢ売却益

中間処理施設
（ベール化）

5本で
1nanaco ポイント

データ通信

①ペットボトル
持込み

リサイクラー
（ボトルtoボトル）

飲料メーカー

機械・システム費他
（ＳＥＪ負担）

②選別・圧縮
減容化

③エコ物流

■ ペットボトル回収の基本スキーム図

収集運搬
（専用ルート）

商品化して店頭に

ポイント代支払い
（SEJ負担）

データ通信
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利用者 回収拠点 収集運搬 リサイクラー 飲料メーカー

利用者
≫洗浄・ﾌｨﾙﾑ
ｷｬｯﾌﾟ除去

本部
≫nanacoﾎﾟｲﾝﾄ

（PET5本で1P）

行政
≫ＰＲ、周知

店舗
≫運用・保管

本部・日本財団
≫機器設置

収集運搬業者
≫収集・一次運搬

≫中間保管拠点

リサイクラー
≫異物除去
洗浄・選別
破砕・溶融
再資源化

プリフォーム
≫ﾎﾞﾄﾙtoﾎﾞﾄﾙ

メーカー
≫製品化

店舗
≫仕入れ・販売

使用済みペットボトルを原料に再製品化

繰り返し循環させることで、資源の有効利用を最大限に

■ 行政との連携スキーム
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使用済みペットボトルはペットボトルに戻すことで、理論上、循環の繰り返しが可能
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身近なコンビニがペットボトルのリサイクル拠点として地域貢献

ペットボトルのリサイクルを通じて、資源を大切にする心を育む市民運動に

■ 行政との連携（目指す姿）

● 市民運動に

利用者 店舗 街と海をきれいに

● 産官民で地域事業を共創

【それぞれが、今出来ることをする】

・行政 ：市民への事業周知
適正排出の広報活動

・市民 ：ひと手間でも、資源活用に協力
・日本財団 ：ムーブメント・設置支援
・ｾﾌﾞﾝ店舗 ：市民とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・回収保管

【みんなでうれしい未来をつくる】

・行政回収量の削減・適正排出場所確保
・市民の利便性や環境意識の向上
・資源の有効活用、循環型社会の構築
・よりきれいな街、川、海の実現
・ＳＤＧsの推進と持続可能な社会の構築
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■ 再生ペットボトルを使ったオリジナル商品

No. 日付 媒体名 番組名

1 2019/6/5 NHK 首都圏ニュース845

2 2019/6/5 TBS Nスタ

3 2019/6/5 テレビ東京 ゆうがたサテライト

4 2019/6/5 テレビ東京 WBS

5 2019/6/5 フジテレビ FNN　Live News α

6 2019/6/6 テレビ朝日 グッド！モーニング

7 2019/6/6 TBS はやドキ！

8 2019/6/6 テレビ東京　 Newsモーニングサテライト

テレビ局の報道

井阪社長・ホルヘ社長の記者会見

世界初の取り組みに、多数の報道陣。「ボトルtoボトル」への周知が高まる
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5/11,12

G20新潟農業大臣会合への出展

6/15,16

G20軽井沢環境大臣会合への出展

5/22 国連環境計画UNEP大阪ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
6/05 ﾎﾞﾄﾙtoﾎﾞﾄﾙ記者発表

6/28,29

G20 大阪サミットへの出展

■ ペットボトル回収スキームへの注目

消費者と小売と飲料メーカーが一体になった取り組みを世界が評価
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① 回収機の購入・設置費用負担
② 機械のメンテナンス費用の負担
③ ペットボトル回収費用の負担
④ nanacoポイント費用の負担
⑤ 電気代（8割）の負担
⑥ 本事業のPR、啓蒙活動
⑦ 設置店舗の支援

① 回収袋の交換（１日２～３回程度）

② 集まったペットボトルの保管(回収まで)
③ 機械まわり、投入口の清掃
④ 機械故障時の対応（ﾒｰｶｰへの連絡等）
⑤ ごみ袋費用の負担
⑥ 電気代（2割）の負担

ペットボトルが満杯になると機械が停止
するので、定期的な交換が必要

① 行政による解釈の違いにより、自治体ごとに確認が必要「有価物」or「廃棄物」
② 収集運搬コストの負担（店舗～１次集積所～中間処理～リサイクラー）
③ 回収機設置費用及びメンテナンスコストの負担
④ リサイクル施設の不足
⑤ 上記、加盟店の負担
⑥ 消費者の理解と協力

お店の役割 本部の役割

課題

課題解決のための協力がないと持続可能性が担保できない

■ 役割分担と拡大にあたっての課題

特区や許認可などの行政支援


